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令
和
３
年
３
月
定
例
市
議
会
が
２
月

24
日
〜
３
月
22
日
の
日
程
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

水
上
市
長
は
招
集
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

当
初
予
算
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
「
み
ん

な
の
笑
顔
あ
ふ
れ
る
新
し
い
勝
山
づ
く

り
、
市
民
の
暮
ら
し
と
地
域
経
済
を
支
え

て
い
く
こ
と
、
安
全
安
心
を
形
成
し
て
い

く
こ
と
な
ど
を
重
点
に
置
い
た
」
と
述
べ

ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
予
算

○
令
和
３
年
度
予
算
が
可
決（
一
般
会
計
、

特
別
会
計
７
件
、
企
業
会
計
）

○
令
和
２
年
度
補
正
予
算
が
可
決
（
一
般

会
計
、
特
別
会
計
７
件
、
企
業
会
計
）

　

３
月
24
日
、
明
治
安
田
生
命
保
険（
相
）

と
大
塚
製
薬
㈱
そ
れ
ぞ
れ
と
健
康
増
進

に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

◆
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

•
勝
山
市
行
政
組
織
条
例

•
勝
山
市
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関

す
る
条
例

•
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
条
例

•
勝
山
市
介
護
保
険
条
例
お
よ
び
関
連

条
例
３
件

•
勝
山
市
火
災
予
防
条
例

•
勝
山
市
消
防
職
員
特
殊
勤
務
手
当
支

給
条
例

•
勝
山
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例

•
勝
山
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に

関
す
る
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

•
勝
山
市
岩
屋
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

◆
そ
の
他

　

２
議
案
が
可
決
、
陳
情
１
件

◆
人
事
案
件

•
勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

齊
藤
雅
昭
氏　

＝
平
泉
寺
町
赤
尾
＝

•
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

笠
羽
忠
恭
氏　

＝
北
郷
町
坂
東
島
＝

　

今
後
は
、
健
診
の
Ｐ
Ｒ
や
イ
ベ
ン
ト
へ

の
協
力
な
ど
で
の
連
携
に
つ
い
て
協
議

が
さ
れ
ま
す
。

３
月
定
例
市
議
会　

当
初
予
算
な
ど
を
可
決

問
議
会
事
務
局
（
市
役
所
３
階
）
☎
88
‐
８
１
０
０

健
康
増
進
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結

問
健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）
☎
87
‐
０
８
８
８

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

全文は
こちら

　村岡小学校の児童からSDGs学習をきっ
かけに集めた募金などを寄附いただきまし
た。

　明治安田生命保険(相)から寄附金15万
円とコンディショニングドリンク25ケー
ス、大塚製薬(株)と㈱中吉商店から同ドリ
ンクを25ケースずつ寄附いただきました。

明治安田生命保険(相)の
山
やまもと
本 恵

めぐむ
福井支社長（写

真右）

大塚製薬㈱の井
いのうえ
上 務

つとむ
名古

屋支店長（写真左）
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次
の
も
の
を
お
持
ち
の
う
え
、
市
役
所

で
国
民
健
康
保
険
の
お
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き

（
退
職
し
た
場
合
な
ど
）

□
資
格
喪
失
連
絡
票
（
会
社
な
ど
の
健
康

保
険
を
喪
失
し
た
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
）

□
年
金
手
帳
（
60
歳
未
満
で
お
持
ち
の

方
）

□
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

国
保
を
脱
退
す
る
と
き

（
就
職
し
た
場
合
な
ど
）

□
新
し
い
職
場
の
健
康
保
険
証
（
保
険
を

切
り
替
え
る
方
全
員
分
）

□
国
民
健
康
保
険
証
（
保
険
を
切
り
替
え

る
方
全
員
分
）

□
本
人
確
認
の
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許

証
な
ど
）

※
職
場
が
本
人
に
代
わ
っ
て
国
民
健
康

保
険
の
資
格
喪
失
手
続
き
を
行
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
３
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料

1
万
6
6
1
0
円
（
月
額
）

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
前
納
（
ま
と

め
て
前
払
い
）
す
る
と
割
り
引
き
が
あ
り

お
得
で
す
。

前
納
期
間
▼
６
か
月
分
（
4
月
分
〜
9
月

分
）、
１
年
分
、
２
年
分

納
付
期
限
▼
４
月
末
日

進
学
で
他
の
市
町
村
へ
住
民
票
を
異
動
し

た
と
き
（
遠
隔
地
被
保
険
者
証
の
交
付
）

□
在
学
証
明
書
（
令
和
３
年
４
月
以
降
の

も
の
）

□
国
民
健
康
保
険
証

※
修
学
を
終
え
た
方
は
、
遠
隔
地
被
保
険

者
証
を
返
却
し
、
住
民
登
録
し
て
あ
る

市
区
町
村
で
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
く
だ
さ
い

※
進
学
や
退
学
に
よ
り
学
生
で
あ
る
期

間
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、
有
効
期
限

を
変
更
す
る
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

社
会
保
険
へ
の
加
入
や
転
出
に
よ
り

勝
山
市
国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
山
市
国
保
の
保
険
証

を
使
用
し
て
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
し

た
場
合
は
、
勝
山
市
が
医
療
機
関
な
ど
へ

支
払
っ
た
医
療
費
の
給
付
分
を
返
還
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
新

た
に
加
入
し
た
医
療
保
険
（
職
場
の
健
康

保
険
・
他
市
の
国
民
健
康
保
険
等
）
で
負

担
す
べ
き
医
療
費
を
勝
山
市
が
負
担
し

て
い
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、
任
意
の
月
か
ら
当
年
度
（
ま
た

は
翌
年
度
）
の
3
月
分
ま
で
前
納
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。（
要
申
込
）

４
月
上
旬
に
納
付
書
発
送

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書
は
、
4
月

上
旬
に
日
本
年
金
機
構
よ
り
発
送
さ
れ

ま
す
。

　

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
納
付
額
が
30
万
円
を
超
え
る

場
合
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
納

付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
金
融
機
関
な
ど

で
納
付
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

に
よ
る
４
月
分
か
ら
の
前
納
（
6
か
月

分
・
1
年
分
・
2
年
分
）
の
新
規
申
込

み
は
２
月
末
日
で
終
了
し
ま
し
た

就
職
・
退
職
・
進
学
し
た
ら
手
続
き
を

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
が
お
得

問
市
民
・
税
務
課
（
市
役
所
1
階
）
☎
88
‐
8
1
0
2

現金（納付書）での前納割引額

前納での納付額 割引額

1か月分(通常) 1万6,610円 －

6か月分前納 9万8,850円 810円

1年分前納 19万5,780円 3,540円

2年分前納 38万3,810円 1万4,590円

国
民
健
康
保
険

国　

民　

年　

金

※令和4年度保険料額は月額1万6590円です
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